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ヘルスケアのモメンタムが継続的に強化

業績予想の上方修正、資金流入の継続、テクニカル面
の改善がヘルスケアの優位性を支えています。

AI需要が情報技術セクターの優位性を後押し

AI需要の加速が情報技術セクターの業績見通しと
ファンダメンタルズを支えており、最近の市場変動にも
かかわらず投資家の高い関心が続いています。

商品市況の追い風がエネルギー・素材を支援

商品価格の上昇、ドル安、製造業活動の改善が
エネルギーおよび素材セクターのパフォーマンスを押し上げ
ています。

セクター間格差がアクティブな資産配分を後押し

セクター間のパフォーマンス格差が引き続き高水準にあり、
相関も低下していることから、セクターローテーションや
機動的な資産配分の機会が広がっています。

9113825.1.1.APAC.RTL

主要セクターの市場テーマ
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セクター別見通し
6〜12か月の投資視点

テック＆メディアセクター

コミュニケーション・サービス 中立

情報技術 ポジティブ

シクリカルセクター

一般消費財 ネガティブ

エネルギー 中立

金融 ポジティブ

資本財 ポジティブ

素材 ポジティブ

不動産 中立

ディフェンシブセクター

生活必需品 ネガティブ

ヘルスケア ポジティブ

公益事業 中立

出所： 年 月 日時点）。緑はポジティブ、オレンジはネガティブを示す。State Street Investment Management（2026 8 31

9113825.1.1.APAC.RTL
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商品価格の上昇を背景にエネルギーと素材が恩恵を受ける一方、堅調な業績
動向とソフトウェア関連銘柄への関心回復が、情報技術セクターのアウトパフォーム
を支えています。

出所： （ 年 月 日時点）。セクターは レベル セクター指数を使用しています。記載されているパフォーマンスは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。Bloomberg Finance, L.P. 2026 8 31 S&P500 GICS 1
9113825.1.1.APAC.RTL
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セクター間格差は直近のピークから縮小したものの、依然として過去平均を上回る
水準にあります。また、セクター間の相関低下がアクティブなセクター選択の機会を
生み出しています。

0

5

10

15

20

25

Mar
2019

Oct
2019

May
2020

Dec
2020

Jul
2021

Feb
2022

Sep
2022

Apr
2023

Nov
2023

Jun
2024

Jan
2025

Aug
2025

Mar
2026

%

直近3カ月のローリング・リターン分散

セクター別リターン分散 平均

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

Feb
2019

Sep
2019

Apr
2020

Nov
2020

Jun
2021

Jan
2022

Aug
2022

Mar
2023

Oct
2023

May
2024

Dec
2024

Jul
2025

Feb
2026

52週ローリング平均のセクター間リターン相関

出所： （ による算出（ 年 月 日時点）。 の セクター指数に基づく。）表示されているパフォーマンスデータは過去の実績であり、将来の成果を保証するものではありません。左図：リターンの分散
（リターン・ディスパージョン）は、直近 カ月間のセクター別トータルリターンにおける最大値と最小値の差として測定しています。右図：セクター間の平均相関は、 通りのセクター・ペアの相関係数の平均として算出しています。週次のトータルリターンを用い、 週のローリング・ウィンドウ
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Bloomberg Finance, L.P. Americas ETF Research 2026 7 31 S&P 500 11
3 55 52

9113825.1.1.APAC.RTL
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ヘルスケア、エネルギー、金融は、業績予想の上方修正とバリュエーション拡大の恩恵
を受けています。一方で、情報技術、コミュニケーション・サービス、一般消費財では、
バリュエーションの縮小が業績改善効果を上回っています。
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8月は、過去3カ月および12カ月で優位性を維持している情報技術セクターから
資金流出が見られました。金融は資金フローが大きく反転し、ヘルスケアは引き続き
力強い資金流入が続いています。

前月の資金流入額
(百万ドル)

過去3ヵ月の資金流入額
(百万ドル)

過去12カ月間の資金流入額
(百万ドル)

過去3カ月累計の資金流入
額(期首AUM比)

過去12カ月累計の資金流
入額(期首AUM比)

コミュニケーション・サービス -451 -1,795 -1,983 -5.15% -5.96%

一般消費財 707 -410 -1,816 -1.06% -4.50%

生活必需品 -259 -1,153 -2,123 -4.50% -7.90%

エネルギー -243 -3,095 8,951 -3.47% 14.33%

金融 -4,851 776 -5,405 0.90% -5.60%

ヘルスケア 2,235 6,675 10,520 7.62% 13.90%

資本財 137 3,077 17,374 3.50% 28.26%

素材 842 1,037 11,280 1.30% 23.03%

不動産 -78 2,493 6,905 3.32% 10.12%

情報技術 -6,118 25,653 64,864 4.82% 20.71%

公益事業 -191 630 1,445 1.73% 4.13%

出所： 年 月 日時点）。State Street Investment Management, Bloomberg Finance, L.P.（2026 8 31

9113825.1.1.APAC.RTL

セクター資金フロー

期間中の最小フロー 期間中の最大フロー
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テック&メディアへの資金流入は大きく鈍化しました。パフォーマンスがもみ合う中、
ディフェンシブセクターへの資金流入は主にヘルスケアに集中し、公益事業や
生活必需品は相対的に低調でした。
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クターポートフォリオの累積リターンを日次で表示しています。 セクター指数に基づいて算出されています。セクターグループの定義は以下のとおりです。シクリカルセクターは、一般消費財、エネルギー、金融、資本財、素材、不動産で構成されています。ディフェンシブセクターは、生
活必需品、ヘルスケア、公益事業で構成されています。テック＆メディアセクターは、コミュニケーション・サービスおよび情報技術で構成されています。

Bloomberg Finance, L.P. 2026 8 31 3
S&P 500

9113825.1.1.APAC.RTL

シクリカル vs. ディフェンシブ
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8月は情報技術セクターが最も積極的な買い越しとなり、アクティブ投資家の
ポジションは過去5年で上位10％水準まで回復しました。一方、公益事業へ
のアクティブポジションは大きく低下し、過去5年で最低水準となりました。
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出所： 。 による算出に基づく（ 年 月 日時点）。本データは、投資信託、集合投資信託、年金、保険などを含む実需（リアルマネー）投資家の保有状況および純フローを捉えたものです。保有データは、偏りのない実
証的なベンチマークに対する、株式市場における実需投資家のポジショニングを示す指標です。当該保有データは、 が追跡するポートフォリオのユニバース全体におけるポートフォリオ・ウェイトの 加重平均を用いて算出されています。フロー指標は、株式の純
流入（買い－売り）を測定するもので、特定の市場における個別銘柄に対する機関投資家の需要を捉えています。アクティブ・フローは、ファンドマネジャーがベンチマークから乖離する判断を行ったことに起因するコンビクションを伴う投資を表します。これらは時価総額で正規化されており、
セクター時価総額に対するドルベースのフローとして測定されています。

State Street Markets Americas ETF Research 2026 8 27
State Street Markets AUM

9113825.1.1.APAC.RTL

機関投資家のポジショニング
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業績の強さが情報技術セクターのモメンタムを支える一方、一般消費財や
コミュニケーション・サービスは、価格モメンタムが弱まる中でもバリュエーション面
で魅力的に見えます。

バリュエーション

公益事業 ↑ 0.94

コミュニケーション・サービス ↑ 0.84

一般消費財 ↑ 0.73

金融 ↓ -0.44

資本財 ↑ -1.11

情報技術 ↓ -1.16

モメンタム

情報技術 ↓ 1.28

エネルギー ↑ 1.17

ヘルスケア ↑ 0.83

一般消費財 ↓ -0.87

コミュニケーション・サービス ↓ -0.97

公益事業 ↓ -0.99

収益センチメント

情報技術 ↓ 0.92

コミュニケーション・サービス ↑ 0.91

一般消費財 ↑ 0.70

生活必需品 ↑ -0.54

素材 ↓ -0.65

公益事業 ↓ -1.15

出所： 、 、 （ 年 月 日時点）緑色の網掛けは上位 位、赤色の網掛けは下位 位を示しています。矢印は、現在のスコアを過去 か月平均と比較した スコアのトレンドを表しています。
セクタースコアの算出には セクター指数を使用しています。バリュエーション、モメンタム、業績センチメントの測定指標については付録 をご参照ください。全体像およびスコアリング手法の詳細については、上記リンク先の付録 をご参照ください。

State Street Investment Management FactSet Bloomberg Finance, L.P. 2026 8 31 3 3 3 Z
S&P 500 A B

9113825.1.1.APAC.RTL

セクタースコアカード
現在の上位と下位3セクター

セクタースコアカード詳細サマリー
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カテゴリー 経済指標 最新値 52週高値 52週安値 トレンド* セクター感応度

経済 GDPNow​ 4.8 6.2 0.9 ↑ + シクリカル

ISM 製造業 PMI（季調済） 54.6 55.6 47.9 ↑ + 素材、資本財

シティ経済サプライズ指数 16.3 63.2 -26.0 –
消費 非農業部門雇用者数 (前月比・季調

済)
-23.0 214.0 -156.0 ↓ – シクリカル

失業率 4.1 4.5 4.1 ↓
消費者信頼感 89.4 95.6 89.0 ↓ – 一般消費財

小売売上高前年比 (%)​ 5.0 7.2 2.4 –
インフレ PCE 前年比 (%​) 3.3 3.5 2.8 –

10年ブレークイーブン 2.4 2.5 2.2 –
金利/通貨 FF金利上限 3.75 4.50 3.75 –

米国イールドカーブ2年10年 39.4 73.7 23.8 –
10年国債利回り 4.8 4.8 3.9 ↑ – 情報技術、公益事業、不動産

米ドル 99.7 101.8 95.6 –
コモディティ 原油価格 (WTI) 90.2 119.5 55.0 –

堅調な経済成長とISM製造業景況指数の改善が景気敏感セクターを支えて
います。一方、長期金利がさらに上昇した場合は、情報技術や債券代替セクター
に逆風となる可能性があります。

出所： （ 年 月 日時点）。＊トレンドの定義：「↑ 上昇 」は現在値が カ月平均および カ月平均を上回る場合、「↓ 下降 」は現在値が カ月平均および カ月平均を下回る場合を指します。
「 中立 」はいずれの条件にも当てはまらない場合を示します。

Bloomberg Finance, L.P., State Street Investment Management 2026 9 1 ( ) 3 6 ( ) 3 6
- ( )

9113825.1.1.APAC.RTL

マクロモニター

注目すべきマクロ指標
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ドル安は素材セクターの輸出競争力を高めるとともに、通貨価値の希薄化懸念を
背景とした貴金属需要を支えています。

ドル安が素材セクターの追い風に
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9113825.1.1.APAC.RTL

マクロ注目: 素材
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長期金利の上昇はイールドカーブのスティープ化につながり、金融セクターには追い風
となる一方、公益事業や不動産などの債券代替セクターには逆風となっています。

足元のイールドカーブのスティープ化が金融の追い風に
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大型情報技術企業以外でも、金融とヘルスケアは4～6月期決算で良好な
サプライズを示しました。情報技術セクターは、力強い決算と2027年の業績
見通し改善を背景に、業績期待を牽引しています。
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4～6月期決算シーズン終盤にかけて、利益・売上高ともに市場予想を上回った
企業は概ね評価されました。ただし、情報技術およびコミュニケーション・サービスで
は、AIの収益化に対する懸念が引き続き意識されています。
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決算発表後1営業日の超過リターン中央値 (対S&P500、％)

出所： （ 年 月 日時点）。 指数構成銘柄および による決算発表前時点の最新コンセンサス売上高予想・ 予想に基づいています。超過リターンは、寄り前に決算を発表した企業については発表当日、それ以外については発表翌営業日の
日超過リターンを使用しています。 記載されているパフォーマンスは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。
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コミュニケーション・サービスの相対バリュエーションは15年ぶりの低水準付近に
あります。一方、金融やヘルスケアは最近のバリュエーション拡大後も過度な
割高感は見られません。
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ヘルスケアはアウトパフォームによりバリュエーションが上昇したものの、強い業績
見通しを踏まえると依然として妥当な水準にあると考えられます。

ヘルスケアのバリュエーションは依然として妥当な水準
予想PER (12カ月先、対S&P500)
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出所： （ 年 月 日時点）。ヘルスケアは ヘルスケア・セクター指数で表しています。アナリストによる当年度 予想について、過去 カ月間の上方修正件数を下方修正件数で割った比率を示しています。過去データは各時点における未発表年度の
予想に対応しています。
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LLMの普及拡大、トークンコスト低下によるAI採算性の改善、堅調なクラウド
収益成長により、AI関連需要は2027年にかけても情報技術セクターを支える
とみられます。

トークン利用量の増加とトークン価格の低下 売上高成長率：情報技術セクターとAI関連クラウド事業

出所：左図： Bloomberg Finance, L.P.（2026年8月24日時点）。トークンコストはSilicon Data LLM Token Expenditure Indexに基づきます。同指数は幅広いLLM市場における実質的な利用コスト水準を測定する日次指標であり、100万トークン当たりの価格を
基準としています。トークン利用量はOpenRouterにおけるモデル利用実績（openrouter.ai/rankings）に基づきます。OpenRouterは、多数の提供事業者による大規模言語モデルへ単一のAPI経由でアクセスできるプラットフォームです。右図出所： FactSet、Bloomberg 
Finance, L.P.（2026年8月31日時点）。コンセンサス予想および公表済み決算実績に基づいています。記載された特性値は作成日時点のものであり、予告なく変更される場合があります。クラウド売上高成長率にはAmazon.com（AWS）、Alphabet（Google Cloud）、
Microsoft（Intelligent Cloud）、Oracle（Cloud and License）の実績またはコンセンサス予想を使用しています。情報技術売上高成長率にはS&P500情報技術セクター指数構成企業の実績またはコンセンサス予想を使用しています。
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4～6月期決算シーズン開始以降、消費関連企業の業績予想改定は市場
全体に劣後しており、相対パフォーマンス改善を支えるファンダメンタルズ要因は
限定的です。
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出所：左図： （ 年 月 日時点）。 均等加重指数および 均等加重セクター指数に基づいています。右図： （ 年 月 日時点）。 均等加重指数に対する 均等加重セクター指数の相
対水準に基づいています。記載されているパフォーマンスは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。
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エネルギーとヘルスケアは9月入り時点で明確な上昇トレンドにあり、幅広い銘柄
が上昇に参加しています。ただしエネルギーは買われ過ぎ圏に近づいています。
一方、資本財と公益事業は売られ過ぎ圏に近づいています。

トレンド ブレッドス Overbought/ 
Oversold

セクター 短期トレンド
(20日移動平均)

中期トレンド
(50日移動平均)

長期トレンド
(200日移動平均)

50日移動平均を上回る
銘柄比率

200日移動平均を上回る
銘柄比率

14-Day Relative 
Strength Index 

(RSI) 

コミュニケーション・サービス 中立 ネガティブ 中立 58% 54% 46

一般消費財 ポジティブ ポジティブ ポジティブ 40% 45% 50

生活必需品 ネガティブ ポジティブ ポジティブ 50% 64% 46

エネルギー ポジティブ ポジティブ ポジティブ 95% 86% 65

金融 ポジティブ ポジティブ ポジティブ 63% 88% 53

ヘルスケア ポジティブ ポジティブ ポジティブ 73% 78% 54

資本財 ネガティブ ネガティブ ポジティブ 34% 62% 33

素材 ポジティブ ポジティブ ポジティブ 64% 76% 53

不動産 ネガティブ 中立 ポジティブ 20% 70% 39

情報技術 ポジティブ ポジティブ ポジティブ 53% 81% 55

公益事業 ネガティブ ネガティブ 中立 10% 26% 31
S&P 500 ポジティブ ポジティブ ポジティブ 50% 69% 53

出所： （ 年 月 日時点）。 ＝移動平均線。トレンドは、月末時点と 週間前との移動平均線の傾きを比較して判定。移動平均線の傾きが を上回る場合は上昇トレンドとし、緑色で表示。傾きが－ ～＋ の範囲にある場合は中
立トレンドとし、灰色で表示。傾きが－ を下回る場合は下降トレンドとし、赤色で表示。各セクターにおける セクター指数構成銘柄のうち、 日移動平均線を上回って取引されている企業の割合を示す。上位 セクターを緑色、下位 セクターを赤色で表示。記載されて
いる運用実績は過去のものであり、将来の運用成果を保証するものではない。

Bloomberg Finance L.P. 2026 8 31 MA 1 0.5 0.5 0.5
0.5 S&P500 200 2 2

9113825.1.1.APAC.RTL

テクニカルトレンド
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ヘルスケアは移動平均線の上昇とバイオテクノロジー関連銘柄の強さに支えられ、
上昇トレンドで9月を迎えました。最近のブレイクアウトは、6月以降で2回目の
大きな上昇局面を示しています。
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テクニカル注目: ヘルスケア
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エネルギーは下降トレンドチャネルを上抜け、8月には年初来高値を更新しました。
上昇局面では騰落線も改善しており、セクター全体で幅広い銘柄が上昇に参加
していることを示しています。

S&P 500 エネルギー指数 S&P500 エネルギー指数 累積騰落線

出所： 、 、 年 月 日時点の日次データ。累積騰落線（ ）は騰落銘柄数に基づく市場内部指標です。騰落数（ ）は値上がり銘柄数から値下がり銘柄数を差し引いて算
出されます。騰落数がプラスの場合は累積騰落線が上昇し、マイナスの場合は低下します。本指標は エネルギー・セクター指数構成銘柄の騰落数を累積したものです。記載されているパフォーマンスは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。

Bloomberg Finance, L.P. Global ETF Research 2026 8 31 Advance-Decline Line Net Advances
S&P500

9113825.1.1.APAC.RTL

テクニカル注目: エネルギー
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素材セクターは8月にインプライド・ボラティリティが最も上昇し、オプションプレミアムも
拡大しました。一方、情報技術セクターは最も大きく低下したものの、依然として
全セクターの中で最も高いインプライド・ボラティリティを維持しています。
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18% 59% 53% 14% 60% 32% 44% 54% 45% 0% 23% 6%

出所： 、 （ 年 月 日時点）。緑色の網掛けは、各セクターの過去 年間のボラティリティにおいてパーセンタイル順位が最も高い上位 セクターを示す。オレンジ色の網掛けは、パーセンタイル順位が最も低い下位 セクター
を示す。

Bloomberg Finance L.P. Global ETF Research 2026 8 31 1 3 3
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コミュニケーション・サービスと公益事業では、プット・コールレシオの低下が短期的な
センチメント改善を示唆しています。一方で、空売り比率は1年ぶりの高水準に
あり、中長期的な見通しに対する慎重姿勢も残っています。

プット／コール取引量比率 発行済株式数に対する空売り比率

セクター 現在のレベル 1年パーセンタイル順位 1カ月変化率 現在のレベル 1年パーセンタイル順位 1カ月変化率

コミュニケーション・サービス 0.97 33% -68.3% 2.8% 100% 51.2%

一般消費財 8.51 93% 55.7% 11.2% 27% 5.9%

生活必需品 3.42 48% 115.4% 8.2% 5% 10.2%

エネルギー 1.00 50% 58.7% 6.1% 36% 4.3%

金融 1.47 43% 1.5% 11.1% 50% -23.0%

ヘルスケア 0.97 42% 66.9% 15.3% 9% -7.8%

資本財 4.25 38% 48.3% 3.7% 0% -4.0%

情報技術 1.94 93% 22.8% 2.4% 91% -0.4%

素材 7.73 56% -17.6% 7.6% 5% -1.9%

不動産 0.46 21% -49.1% 1.7% 5% -11.7%

公益事業 0.62 0% -31.1% 5.1% 100% 16.9%

出所： 、 （ 年 月 日現在）。各セクターの代表として のプット／コール出来高を使用しています。米国上場の全セクター の空売り残高を基に、発行済株式数
に対する空売り比率を算出しています。四半期比で空売り比率が低下している場合は緑、高まっている場合は赤で表示しています。プット／コール比率と空売り比率に基づき、パーセンタイルが最も低いセクターは緑、最も高いセクターは赤で示しています。

Bloomberg Finance, L.P. State Street Investment Management 2026 8 31 Select Sector SPDR Funds ETF

9113825.1.1.APAC.RTL

セクターポジショニング
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付録A：ステート・ストリート
セクタースコアカードの算出方法

表示されている指標は zスコア であり、S&P500セクター内の関連指標の平均
および標準偏差を用いて算出されています。zスコアを用いて結果を標準化する
ことで、すべてのセクター間で相対的な評価が容易になります。バリュエーションが
割安であること、株価モメンタムが高いこと、センチメントが強いこと、ならびにボラ
ティリティが高いことを示すセクターほど、より高いzスコアとなります。

コンポジットスコアは、同一カテゴリ内の各指標のzスコアを均等に加重して算出
しています。

本スコアカードは、State Streetの投資見解を示すものではありません。また、
スコアカードで使用されている指標について、State Streetによるセクター戦略
のバックテストは行われていません。

本資料は、セクター投資における透明性を高めるとともに、特定の顧客目標を
満たす高度なポートフォリオを構築するために必要なデューデリジェンスへの理解
を深めることを目的とした、説明および教育目的のものです。

出所: Global ETF Research.

9113825.1.1.APAC.RTL

コンポジット スコア 指標

バリュエーション

相対バリュエーション
(P/B, P/E, NTM P/E, P/S)

絶対バリュエーション
(P/B, P/E, NTM P/E, P/S)

収益センチメント

収益修正
(EPS予想の変更、アップグレード対ダウング
レード比率)

収益サプライズ
(収益サプライズの大きさと広がり)

モメンタム 株価リターン
3カ月、6カ月、12カ月
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セクター総合Zスコア*
バリュエーション モメンタム 収益センチメント

トレンド 現在のスコア トレンド 現在のスコア トレンド 現在のスコア
コミュニケーション・サービス ↑ 0.84 ↓ -0.97 ↑ 0.91

一般消費財 ↑ 0.73 ↓ -0.87 ↑ 0.70

生活必需品 ↑ -0.12 ↑ -0.67 ↑ -0.54

エネルギー ↓ 0.05 ↑ 1.17 ↓ -0.15

金融 ↓ -0.44 ↑ 0.23 ↑ 0.01

ヘルスケア ↓ -0.02 ↑ 0.83 ↑ 0.14

資本財 ↑ -1.11 ↓ 0.30 ↓ -0.09

情報技術 ↓ -1.16 ↓ 1.28 ↓ 0.92

素材 ↓ -0.13 ↓ -0.58 ↓ -0.65

不動産 ↓ 0.47 ↑ 0.26 ↑ -0.11

公益事業 ↑ 0.94 ↓ -0.99 ↓ -1.15

出所： 、 、 （ 年 月 日時点）緑色は上位 位、赤色は下位 位を示します。スコアカードは各指標の スコアを用いてセクター間の数値を標準化し、相対的な位置づけを示します。総合
スコアは同一カテゴリ内の各指標 スコアを等加重で合算して算出します。 スコアは平均からの標準偏差の数を示し、 （ はセクターの値、 は セクターの平均、 は セクターの標準偏差）で計算されます。セクタースコアの算出には セクター指数を使用
しています。バリュエーション、モメンタム、収益センチメントの指標については付録 をご参照ください。トレンドは現在のスコアと カ月平均を比較して測定しています。

State Street Investment Management FactSet Bloomberg Finance, L.P. 2026 8 31 3 3 z
z z z = (X - μ) / σ X μ 11 σ 11 S&P500

A 3

9113825.1.1.APAC.RTL

付録B：セクタースコアカード
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定義
Global Industry Classification Standard（GICS：グローバル産業分類基準）: GICS は、1999 年に MSCI と Standard & Poor’s（S&P）によって、グローバルな金融コミュニティ向けに開発された産業分類です。GICS の構造は、10 のセクター、
24 の産業グループ、67 の産業、156 のサブ産業で構成され、S&P は主要な上場企業をこれらに分類しています。

S&P 500 不動産（Real Estate）セクター指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の不動産セクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 公益事業（Utilities）指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の公益事業セクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 素材（Materials）セクター指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の素材セクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 コミュニケーション・サービス（Communication Services）セクター指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の通信サービスセクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 一般消費財・サービス（Consumer Discretionary）指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の一般消費財・サービスセクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 生活必需品（Consumer Staples）指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の生活必需品セクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 金融（Financial）セクター指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の金融セクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 ヘルスケア（Health Care）セクター指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® のヘルスケアセクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 指数： 米国大型株の代表的なベンチマークで、主要産業の 500 社で構成され、利用可能な時価総額の約 80％をカバーします。

S&P 500 資本財（Industrials）セクター指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の資本財セクターに分類される企業で構成されます。

S&P 500 情報技術（Information Technology）セクター指数： S&P 500 の構成銘柄のうち、GICS® の情報技術セクターに分類される企業で構成されます。

株価収益率（P/E Ratio）： 株価収益率（P/E レシオ）は企業の価値評価に用いられ、株価が 1 株当たり利益に対してどの程度かを示す指標です。計算式は以下の通り：株価 ÷ 1 株当たり利益（EPS）

現在の空売り比率（%）： 流通可能株式のうち空売りされている割合。投資家心理を測るために使われます。

標準偏差： 証券・ファンド・指数の過去の値動きが平均値からどの程度ばらついているかを測定します。投資家は標準偏差をリスク（ボラティリティ）の測定に使用し、標準偏差が高いほど過去の価格変動が大きいことを示します。

プット／コール出来高比率： プットオプションとコールオプションの取引量の相対的な比率を測定します。

インプライド・ボラティリティ（IV）： オプション価格の算出に使われる指標で、オプションの存続期間において、市場が原資産の将来のボラティリティをどの程度見込んでいるかを示します。
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本資料は、ステート・ストリート・インベストメント・マネジメントの米国ETFリサーチチームが2026年8月31日時点の情報で作成した資料を翻訳したものであり、今後予告なく変更されることがあります。投資情報の提供を目的として作成しており、
投資の勧誘等を目的とするものではありません。
本資料は各種の信頼できると考えられる情報・データに基づき作成しておりますが、当社はその正確性・完全性を保証するものではありません。こうした情報は不完全であるか、要約されている場合があります。また、本資料に記載している各種
情報・データは、特に記載のない限り作成時点のものでありこれらは市場動向やその他の状況等によって随時変動し、あるいは変更されることがあります。
当資料の二次使用、複写、転載、転送等を禁じます。

有価証券への投資には、価格変動リスク、カントリーリスク、信用リスク、為替リスク等、様々なリスクが伴います。これらのリスク要因により、投資資産の市場価格が下落する場合があります。その為、投資元本を割り込む恐れがあります。投資信
託およびETFを売買する際は、取扱いの金融商品取引業者の定める売買手数料がかかります。その他保有する際には、それぞれ個別に定められた費用がかかります。これらの費用には、運用会社・管理会社に支払う報酬、組入れ有価証券
の売買の際に発生する手数料、監査費用等があります。これらは、運用の状況等によって変動するため、上限を示すことができません。

＜登録商標等について＞
S&P 500®は、S&P Dow Jones Indices LLCまたはその関連会社（「SPDJI」）の商品であり、ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズによる使用のためにライセンス供与されています。S&P®、SPDR®、S&P 500®、US 500、
The 500は、S&P Global, Inc.またはその関連会社（「S&P」）の商標であり、Dow Jones®はDow Jones Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標であり、これらの商標はSPDJIによる使用のためにライセンス供
与されており、ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズに特定の目的でサブライセンスされています。ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズが提供する金融商品は、SPDJI、Dow Jones、S&P、それぞれの関連会社によって後援、
または販売されているものではなく、これらの当事者は、いずれも当該商品への投資の是非について表明するものではなく、インデックスの誤り、脱落、または中断について一切の責任を負いません。

重要な開示事項

© 2026 State Street Corporation — All Rights Reserved 
Expiration Date: 12/31/2026

ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズ株式会社
金融商品取引業者 登録番号 関東財務局長（金商）第345号
加入協会： 一般社団法人 資産運用業協会、 日本証券業協会

9113825.1.1.APAC.RTL


	ステート・ストリート　チャートパック
	Slide Number 2
	Slide Number 3
	セクター別見通し
	Slide Number 5
	Slide Number 6
	Slide Number 7
	Slide Number 8
	Slide Number 9
	Slide Number 10
	Slide Number 11
	Slide Number 12
	Slide Number 13
	ドル安は素材セクターの輸出競争力を高めるとともに、通貨価値の希薄化懸念を背景とした貴金属需要を支えています。
	Slide Number 15
	セクターのファンダメンタルズ
	Slide Number 17
	Slide Number 18
	Slide Number 19
	Slide Number 20
	Slide Number 21
	Slide Number 22
	セクターのテクニカルトレンド
	Slide Number 24
	Slide Number 25
	Slide Number 26
	Slide Number 27
	Slide Number 28
	付録
	付録A：ステート・ストリート�セクタースコアカードの算出方法
	Slide Number 31
	定義
	Slide Number 33

